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12. 和田淳. 教育講演. 糖尿病性腎臓病(DKD) Update.  第35回日本糖尿病合併症学会; 
2020年12月7-21日; Web開催. 

 

シンポジウム 

 

1.  松本佳則 「アダプター蛋白3BP2を取り巻く骨代謝シグナルネットワーク」 第40 
回日本骨形態計測学会 2020年6月18-20日 岡山（紙面開催） 

2. 和田淳. バスピンとメタボリックシンドローム.  第52回日本動脈硬化学会総会・学
術集会; 2020年7月17-31日; Web開催. 



3. 内田治仁. 心血管疾患と糖尿病合併症のクロストーク.  第52回日本動脈硬化学会総
会; 2020年7月17-18日; Web開催. 

4. 和田淳. 糖尿病性腎臓病における尿中糖鎖プロファイルとバイオマーカーの同定.  
第93回日本内分泌学会総会; 2020年7月20日-8月31日; Web開催. 

5. 四方賢一. 糖尿病性腎臓病に対する新規治療薬の開発状況～新たなエビデンス～.  
第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月21日; 横浜・Web開催. 

6. 森永裕士, 杉山斉. 日本腎生検レジストリーにおける急速進行性糸球体腎炎の臨床・
病理学的特徴の検討.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月21日; 横浜・Web開
催. 

7. 杉山斉, 清水章, 佐藤博. 腎臓病総合レジストリー（J-RBR/J-KDR）2019年次報告と
経過報告.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月21日; 横浜・Web開催. 

8. 四方賢一. 心腎連関を断ち切るためのチーム医療による集約的治療の重要性.  糖尿
病学の進歩; 2020年9月14-23日; Web開催. 

9. 和田淳. 糖尿病性腎臓病（DKD）進展のバイオマーカーの探索.  第20回日本抗加齢
医学会総会; 2020年9月25-27日; 東京・Web開催. 

10. 和田淳, 中司敦子. SGLT2阻害薬のCKDへの応用.  第50回日本腎臓学会東部学術大会; 
2020年9月26日; Web開催. 

11. 和田淳. 糖尿病性腎臓病の病態理解の深化.  第63回日本糖尿病学会年次学術集会; 
2020年10月5-16日; 大津・Web開催. 

12. 片山晶博, 四方賢一. おかやまDMネットの取り組みと糖尿病性腎症重症化予防プロ
グラム岡山方式.  第63回日本糖尿病学会年次学術集会; 2020年10月5-16日; 大津・
Web開催. 

13. 宮本聡, 小田香, 四方賢一. DKDの新規治療標的の探索～インフラマソームを標的と
した治療戦略.  第63回日本糖尿病学会年次学術集会; 2020年10月5-16日; 大津・
Web開催. 

14. 四方賢一. 糖尿病性腎症の重症化を予防するための糖尿病治療～新たなエビデンスと
今後の展望～.  第63回日本糖尿病学会年次学術集会; 2020年10月5-16日; 大津・
Web開催. 

15. 内田治仁. 地域におけるCKD対策への取り組みと腎臓病療養指導士の役割.  第50回
日本腎臓学会西部学術大会; 2020年10月17-18日; Web開催. 

16. 宮本聡, 四方賢一. 治療ターゲットとしてのインフラマゾーム.  第50回日本腎臓学会
西部学術大会; 2020年10月17日; Web開催. 

17. 内田治仁. 高血圧の成因 Up date.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年11月2-24
日; 横浜・Web開催. 

18. 伊藤孝史, 内田治仁, 柏原直樹. 腎臓病を克服する－腎臓病対策の全国展開と地域で
の活動.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年11月2-24日; 横浜・Web開催. 



19. 内田治仁. シンポジウム13「高血圧の成因 Up date」.  第63回日本腎臓学会学術総
会; 2020年11月2-24日; 横浜・Web開催. 

 
 

ワークショップ 

 
1. 喜多村真治, 高橋謙作, 福島和彦, 辻憲二, 和田淳. 腎臓領域におけるインパクトの

ある臨床研究.  第50回日本腎臓学会西部学術大会; 2020年10月16-17日; Web開催. 

2. Katsuyama T, Vaishali RM. Splicing factor SRSF1 is indispensable for regulatory T cell 
survival and function.  第64回日本リウマチ学会総会・学術集会; 2020年8月; Web開
催. 

 
 

一般口演 

 
1. 藤澤諭, 稲垣兼一, 西山悠紀, 森本栄作, 寺坂友博, 小松原基志, 原孝行, 細谷武史, 当

真貴志雄, 越智可奈子, 三好智子, 大塚文男, 和田淳. 褐色細胞腫術後31年を経過して
診断したパラガングリオーマの一例.  第86回岡山内分泌同好会; 2020年2月19日; 岡
山. 

2. 浅野洋介, 松本佳則, Ziyi W, 佐田憲映, 上岡寛, 和田淳. Benzonaseを用いた新規骨芽
細胞分離法の開発.  第40回日本骨形態計測学会; 2020年6月; 紙面開催. 

3.  和田帆香, 木野村賢, 西脇麻里子, 上野麻美, 内山奈津実, 杉山斉, 和田淳. 膵病変と
低補体血症を呈し IgG4 関連疾患などと鑑別を要した尿細管間質性腎炎の一例. 第
117 回日本内科学会講演会 医学生・研修医の日本内科学会ことはじめ; 2020 年 8 月
8 日; 東京・Web開催. 

4. 宮脇義亜, 佐田憲映, 片山祐, 浅野洋介, 林啓悟, 山村裕理子, 大橋敬司, 渡辺晴樹, 勝
山隆行, 楢崎真理子, 松本佳則, 矢嶋宣幸, 吉見竜介, 下島恭弘, 大野滋, 梶山浩, 一瀬
邦弘, 佐藤秀三, 藤原道雄, 和田淳. 低疾患活動状態のSLE患者における 副腎皮質ス
テロイド投与量と心理的健康観との関連：LUNAレジストリーを用いた横断研究.  第
64回日本リウマチ学会総会・学術集会; 2019年8月17日-9月15日; Web開催. 

5. Sang Y, Tsuji K, Fukushima K, Takahashi K, Kitamura S, Wada J. Semaphorin3A-
inhibitor ameliorates renal fibrosis in unilateral ureter obstruction mice.  第63回日本
腎臓学会学術総会; 2020年8月19-21日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

6. 喜多村真治, 高橋謙作, 福島和彦, 辻憲二, 和田淳. 人工知能(AI)による腎病理蛍光画



像からの糖尿病性腎症の判別に関する検討.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8
月19-21日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

7. 高橋謙作, 喜多村真治, 福島和彦, 辻憲二, 和田淳. AI(人工知能)による腎病理蛍光画
像からのIgA腎症診断ツールの開発.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月19-21
日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

8. 高橋謙作, 喜多村真治, 福島和彦, 辻憲二, 和田淳. 人工知能(AI)による血液透析患者
のダルボポエチンαの腎性貧血治療反応予測プログラムの開発.  第63回日本腎臓学
会学術総会; 2020年8月19-21日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

9. 福島和彦, 喜多村真治, 高橋謙作, 桑藝禎, 辻憲二, 和田淳. SGLT2阻害薬は肥満によ
る腎障害において腎保護に寄与する.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月19-
21日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

10. 大西康博, 内田治仁, 大髙望, 辻憲二, 田邊克幸, 森永裕士, 木野村賢, 喜多村真治, 前
島洋平, 杉山斉, 太田康介, 丸山啓輔, 大城義之, 森岡茂, 大森一慶, 瀧上慶一, 蒲生直
幸, 和田淳. 岡山市CKDネットワーク(OCKD-NET)におけるCKD病診連携9年後の追跡
調査.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月19日; 横浜・Web開催（誌上発表）. 

11. 中川直樹, 加藤佐和子, 水野正司, 丸山彰一, 藤元昭一, 三浦健一郎, 鈴木仁, 廣村桂
樹, 猪阪善隆, 杉山斉, 佐藤博. 膜性増殖性糸球体腎炎/C3腎症の腎予後の検討：J-
RBR二次研究.  第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月21日; 横浜・Web開催（誌
上発表）. 

12. 内田治仁, 杉山斉, 柏原直樹, 和田淳. 岡山県の健診受診者における慢性腎臓病
（CKD）認知度調査～2019年度～ 第63回日本腎臓学会学術総会; 2020年8月21日; 横
浜・Web開催（誌上発表）. 

13. Fang He, Matsumoto Y, Wada J. “New Insights into the Roles of the Osteoblastic 
Transcription Factor for Tumorigenesis.” International Sessions. 第79回日本癌学会学
術集会; 2020年10月1-31日; 広島・Web開催. 

14. 浅野洋介, 松本佳則, 志田原健太, 縄稚翔一, 片山祐, 林啓悟, 大橋敬司, 宮脇義亜, 勝
山隆行, 楢崎真理子, 和田淳. Tankyraseと骨代謝.  第38回日本骨代謝学会学術集会; 
2020年10月; Web開催. 

15. 片山晶博, 野島一郎, 樋口千草, 渡邉真由, 宮本聡, 中司敦子, 江口潤, 四方賢一, 和田
淳. 当院におけるTime-In-Range (TIR) とHbA1cとの関連についての検討.  第63回日
本糖尿病学会年次学術集会; 2020年10月5-16日; 大津・Web開催. 

16. 高津瑶子, 辻憲二, 片山佑, 杉山斉, 和田淳. Podocytopathyで発症した全身性エリテ
マトーデスの一例.  第50回日本腎臓学会西部学術大会; 2020年10月16-17日; Web開
催. 

17. 竹内英実, 内田治仁, 大高望, 和田淳. PADは維持透析患者におけるフレイルを促進し
予後不良とさせる.  第32回日本老年医学会中国地方会; 2020年10月31日; Web開催. 



18. 大西康博, 内田治仁, 杉山斉, 浅野健一郎, 徳増裕宣, 和田淳. 尿中クレアチニン(Cr)
排泄量低下が 健康関連QOLに与える影響についての検討.  第32回日本老年医学会中
国地方会; 2020年10月31日; Web開催. 

19. 大西康博, 内田治仁, 大髙望, 竹内英実, 森永裕士, 杉山斉, 吉田賢司, 和田淳. 超高齢
者（Oldest-old）における 腎代替療法選択を行った2例.  第32回日本老年医学会中
国地方会; 2020年10月31日; Web開催. 

20. 秦昌紫子, 内田治仁, 大高望, 竹内英実, 和田淳. Nrf2 / HO-1経路を介した血管老化に
対するクロロゲン酸の保護効果.  第32回日本老年医学会中国地方会及び教育企画; 
2020年10月31日; Web開催. 

21. 内田治仁, 秦昌紫子, 大高望, 竹内英実, 和田淳. クロロゲン酸の血管老化に対する保
護効果.  第32回日本老年医学会中国地方会; 2020年10月31日; Web開催. 

22. 大髙望, 内田治仁, 岡本修吾, 大西康博, 竹内英実, 和田淳. 当院における75 歳以上
の患者での24 時間自由行動下血圧の検討.  第32回日本老年医学会中国地方会; 2020
年10月31日; Web開催. 

23. 内田治仁. 一般演題6「腎臓・高血圧・糖尿病」.  第32回日本老年医学会中国地方会; 
2020年10月31日; Web開催. 

24. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. Inflammasomeの制御を介したsuramin
による糖尿病性腎症の進展抑制効果.  第35回日本糖尿病合併症学会; 2020年12月7-
21日; Web開催. 

 
 

ポスター 

 

1. 秦昌紫子, 内田治仁, 大高望, 竹内英実, 和田淳. クロロゲン酸の血管老化に対する影
響.  第52回日本動脈硬化学会総会; 2020年7月17日-18日; Web開催. 

2. 越智可奈子, 当真貴志雄, 藤澤諭, 西山悠紀, 森本栄作, 小松原基志, 原孝行, 三好智
子, 鎌田泰彦, 糸島浩一, 稲垣兼一, 和田淳, 大塚文男. 月経不順の精査から判明した
マクロLH血症の1例.  第93回日本内分泌総会; 2020年7月20日₋8月31日; Web開催. 

3. 原孝行, 稲垣兼一, 藤澤諭, 西山悠紀, 森本栄作, 小松原基志, 当真貴志雄, 越智可奈
子, 三好智子, 大塚文男, 和田淳. FDG-PETが診断の契機となったバセドウ病の1例.  
第93回日本内分泌総会; 2020年7月20日-8月31日; Web開催. 

4. 小松原基志, 灘隆宏, 岩田菜穂子, 藤澤諭, 原孝行, 当真貴志雄, 稲垣兼一, 和田淳, 大
塚文男. インクレチンの副腎髄質カテコラミン合成への影響とBMP-4の関与.  第93回
日本内分泌総会; 2020年7月20日₋8月31日; Web開催. 



5. 森本栄作, 稲垣兼一, 小松原基志, 藤澤諭, 西山悠紀, 寺坂友博, 原孝行, 当真貴志雄, 
越智可奈子, 三好智子, 大塚文男, 和田淳. カテコラミン産生に対するWntシグナルの
影響 : PC12細胞を用いた検討.  第93回日本内分泌総会; 2020年7月20日-8月31日; 
Web開催. 

6. 藤澤諭, 小松原基志, 森本栄作, 西山悠紀, 寺坂友博, 原孝行, 当真貴志雄, 越智可奈
子, 稲垣兼一, 和田淳, 大塚文男. コルチコトロープ細胞におけるorexinの影響とBMP-
4の関与.  第93回日本内分泌総会; 2020年7月20日-8月31日; Web開催. 

7. 高橋謙作, 喜多村真治, 福島和彦, 辻憲二, 和田淳. AI(人工知能)による腎病理蛍光画像
からのIgA腎症診断ツールの開発.  第117回日本内科学会総会; 2020年8月7-9日; 東
京・Web開催. 

8. 福島和彦, 喜多村真治, 高橋謙作, 辻憲二, 和田淳. 人工知能（AI）による腎病理蛍光
画像からの糖尿病性腎症の判別に関する検討.  第117回日本内科学会総会; 2020年8月
7-9日; 東京・Web開催. 

9. 大髙望, 内田治仁, 西脇麻里子, 辻憲二, 北川正史, 田邊克幸, 木野村賢, 吉田賢司, 前
島洋平, 杉山斉, 伊藤浩, 和田淳. 中四国地域におけるCKDおよびCVDの関連に関する
前向きコホート研究；Kakusyo 3C Study ：登録3年後の中間解析.  第63回日本腎臓
学会総会; 2020年8月9日; 横浜・Web開催. 

10. 淺川栞, 渡辺晴樹, 浅野洋介, 片山祐, 林啓悟, 大橋敬司, 森下美智子, 楢﨑真理子, 松
本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 対麻痺の原因としてシェーグレン症候群に伴う横断性脊
髄炎が疑われた一例.  第64回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2020年8月17-9月15
日; Web開催. 

11. 林啓悟, 佐田憲映, 浅野洋介, 片山祐, 山村裕理子, 大橋敬司, 森下美智子, 渡辺晴樹, 
楢﨑真理子, 松本佳則, 矢嶋宣幸, 吉見竜介, 下島恭弘, 大野滋, 梶山浩, 一瀬邦弘, 佐
藤秀三, 藤原道雄, 和田淳. Effect of vitamin D supplementation on chronic damage in 

systemic lupus erythematosus: cross-sectional analysis from a lupus registry of 
nationwide institutions (LUNA).  第64回日本リウマチ学会総会・学術集会; 2020年8月
17日-9月15日; Web開催. 

12. 神野駿太, 松本佳則, 山村裕理子, 浅野洋介, 片山祐, 林啓悟, 大橋敬司, 森下美智子, 
渡辺晴樹, 楢﨑真理子, 佐田憲映, 和田淳. マルチターゲット治療が奏功した 難治性
高安動脈炎の1例.  第64回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2020年8月17日-9月15
日; Web開催. 

13. 矢野愛華, 森下美智子, 片山祐, 浅野洋介, 林啓悟, 大橋敬司, 宮脇義亜, 渡辺晴樹, 勝
山隆行, 楢﨑真理子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 軽微な検尿異常から腎生検で確定
診断に至ったANCA関連血管炎の一例.  第64回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 
2020年8月17日-9月15日; Web開催. 

14. 片山祐, 若林宏, 浅野洋介, 林啓悟, 大橋敬司, 森下美智子, 渡辺晴樹, 楢﨑真理子, 松
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